


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































76 人間福祉研究 第１４号 ２０１１
用希望者からの相談、介助者の登録、介助者
と利用者のマッチン、利用者の研修、手続き
や書類作成の指導等を行っている。
注２ ２０１０年１０月６日（水）札幌市社会福祉
総合センター３階にて開催。利用者８名が参
加した。
注３ 現在札幌市では重度訪問介護の支給決
定者は約２００名。
注４ 札幌市保健福祉局ホームページ、パー
ソナルアシスタンス制度の概要
http：／／www．city．sapporo．jp／shogaifukushi
／jiritsushien／２１０＿PAgaiyou．html
注５ 例えばフィンランドのヘルシンキ市 PA
制度では、現在４ヶ月の試用期間がある。
（２０１１年１月１４１８日筆者によるヘルシンキ
の PA利用者および社会保険事務所ソーシャ
ルワーカーのヒアリング調査より）
注６ PA制度の成立の背景には、長年公的
介護保障を要求してきた札幌市の当事者らに
よる運動がある。札幌市は２００８年に呼吸器使
用など一部の重度障害者限定に２４時間支給を
実現させたが、それ以外は原則３３０時間が最
大である。しかし予算増加は期待できず、そ
うした介助時間の増加要求に対する苦肉の策
として、重度訪問介護の時間を札幌市独自の
PA制度に一部振り替え、単価を安くするこ
とで介助時間の増加の可能性を引き出した。
ただし、月１時間は重度訪問介護を利用しな
ければならず、それもまた新たな問題を引き
起こしている。
注７ 札幌市資料ｂ、利用者の手引き p．５
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